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2021 年度 関東支部運営委員会（第 2 回） 議事録 

 
日 時 ： 2 0 2 1 年 9 月 2 1 日 （ 火 ） 1 5 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0 会 場 ： 電 子 会 議

支 部 長 菊 池  喜 昭 ○ 副支部長 見 坂  茂 範 ×
副 支 部 長 
発表会 G リーダー 小 峯  秀 雄 ○

副 支 部 長 佐 原  守 ○ 副支部長 栃 本  泰 浩 ○ 支 部 監 事 高 橋  章 浩 ○

支 部 監 事 吉 田  潔 × 幹 事 長 杉 山  太 宏 ○ 副 幹 事 長 海 野  寿 康 ○

副 幹 事 長 立 石   亮 ○ 
山梨県Ｇ

後 藤  聡 ×
茨 城 県 Ｇ 

松 島  亘 志 ○
リーダー幹事 リーダー幹事 

栃 木 県 Ｇ 
西 村  友 良 × 

群馬県Ｇ
関   崇 夫 ○

神奈川県Ｇ 
早 野  公 敏 ×

リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
千 葉 県 Ｇ 

若 月  洋 朗 ○ 
埼玉県Ｇ

内 村  太 郎 ○
研究委員会Ｇ 

伊 藤  和 也 ×
リーダー幹事 リーダー幹事 リーダー幹事 
会 員 SＧ 

三 上  武 子 × 
会 員 SＧ

山 中  光 一 ○ 副支部長代理 小 田 桐  潔 ×
リーダー幹事 リーダー幹事

本部連絡幹事 吉 田  輝 ○ 栃 木 県 Ｇ
代 理

清 木  隆 文 ○ 事 務 局 青木 美智子 ○

○：出席予定，×：欠席予定，△：遅刻予定，空欄：未定 

１.前回議事録等の確認 

 ・2021 年度第 1 回運営委員会議事録（7/9） 【別紙－ 1】

→杉山幹事長より議事録内容を紹介した． 

 ・企画総務グループ：2021 年度第 2 回幹事会議事録（9/13） 【別紙－ 2】

→海野副幹事長より企画総務グループの議事録内容を紹介した． 

→海野副幹事長より企画総務グループ所管する「若手技術者の情報交換セミナー」中止の報告があった．

 地盤工学会誌・一般記事について関東支部記事掲載を検討する旨の説明があった． 

 

２.最近のスケジュール 

・2021 年度第 1 回商議員会：2021 年 10 月 26 日（火）書面会議（E-投票）     【別紙－ 3】

→杉山幹事長より内容説明があった． 

・第 18 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2021：2021 年 10 月 22 日（金）（オンライン） 

→小峯副支部長（実行委員会長）より資料を基に説明があった． 

 

３.本部・他支部に関する連絡・報告・検討依頼事項 

(1) 10/1〆切：地盤工学会：令和 3 年度地盤工学会賞候補の推薦依頼について 【別紙－ 4】 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった．推薦したい人がいない.全国の状況からすると 

人だけでなく，団体になっている． 

今後は関東支部賞受賞者からの推薦を表彰委員会で検討する． 

(2) 10/1〆切：地盤工学会：令和 3 年度「地盤工学貢献賞」候補募集について 【別紙－ 5】 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった．推薦したい人がいない．全国の状況からすると

人ではなく団体になっている． 

(3) 10/30〆切：支部予算システム大幅変更に関するアンケート依頼の件 【別紙－ 6】 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった．菊池支部長より，アンケートの中間内容を確認

し，他の方の意見含め見て欲しいことの要望があった． 
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(4) 「JGS 会員・支部部」新規入会受付の一時停止について---「新しい会員制度」

スタートのため 9 月 10 日から 9 月 30 日までの新規入会をすべて停止 

 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった． 

(5) 2022 年度関東支部予算 【別紙－ 7】 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった．事務局（青木）より２０２１年度の予算 

計画書を素に２０２２年度１０月８日金曜日までに各グループは事務局提出（支部から本部へ

の提出は，１０月２６日）． 

菊池支部長より商議委員会には，予算案を提出する機会がないので，本部の理事会に出す前に

予算案の確認の場（E 投票 等）を実施することの提案があった（時期を検討し実施する）． 

 

(6) 【期間延長】2021 年 8 月 17 日発令の緊急事態宣言延長の対応について 【別紙－ 8】 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった． 

(7) 本部連絡幹事からの伝達事項 

→ 吉田(輝)本部連絡幹事から本部から支部への伝達事項として 

・第９回代議委員 関東支部配分：３５名→３４名 

・支部予算の提出依頼が早まる旨，内容の説明があった． 
 

４．支部からの周知・連絡・検討事項 

(1) 11/24〆切：2021 年度 地盤工学会関東支部賞の募集 【別紙－ 9】 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容説明があった．HP，メーリングリストには提示済み． 

(2) 2022 年度 GeoKanto2022 開催地について（各県グループにヒアリング） 

…9/1 各県グループリーダーへ連絡。開催希望グループは 9/30 までに回答依頼。 

 

→ 事務局（青木）より資料を基に会場募集の説明があった． 

(3) 関東支部 HP「特別会員ページ」について 【別紙－10】 

→ 杉山幹事長より資料（支部 HP）を基に内容の説明があった． 

(4) 2022 年度 関東支部総会の開催日及び特別講演会の内容について 【別紙－11】 

→ 杉山幹事長ならびに事務局（青木さん）より資料（支部 HP）を基に内容説明があった．開催日

講演内容の決定は，１２月までに決める必要がある（来年の４月２５日以降） 

事務局で後日，４月末～５月上旬の日程調整を行う． 

(5) 2021 年度予算執行状況について（8 月末現在） 【別紙－12】 

→ 事務局（青木）より資料を基に予算執行状況の説明があった．委員会等の活動は実施している

がオンラインが中心のため，執行はデジタル関係が主である． 

 

５．メール審議決定事項 

・なし 

 

６．開催結果，進捗状況の報告（前回運営委員会以降，開催分を記載） 

(1) 7/3 後援行事「一般社団法人・地域国土強靭化研究所創設一周年記念フォーラム」会場とオ 

ンラインの併用による“ハイブリッド形式”【開催済】参加者：76 名 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容の説明があった． 
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(2) 8/19・8/25・8/31 会員サービスグループ 東日本大震災 10 周年行事「あれから 10 年，東日

本大震災を振り返る」Zoom ミーティングでのオンライン【開催済】参加者：第 1 回 162 名、

第 2 回 170 名、第 3 回 166 名 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容の説明があった． 

(3) 9/15 後援行事 2021 環境防災セミナー（環境・防災・コロナ禍・AI ）【開催済】 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容の説明があった． 

(4) 10/22 第 18 回地盤工学会関東支部発表会 GeoKanto2021 

→ 杉山幹事長より資料を基に開催予定の説明があった． 

(5) 12/11 後援行事「第 6 回“彩の国”市民科学オープンフォーラム」 

→ 杉山幹事長より資料を基に内容の説明があった． 

※内村 埼玉県グループ長より別途説明 

 

７．グループ別の実施計画・進捗状況・その他報告事項 

(1) 会員サービスグループ 【別紙－ 13 】

→ 山中グループ長より各イベントの資料を基に企画内容の説明があった．また，今年度の内容 

を踏まえ次年度の予定について報告があった． 

(2) 茨城県グループ 【別紙－ 】 

→ 松島グループ長より活動なしということで報告があった． 

(3) 栃木県グループ 【別紙－ 14 】

→ 清木グループ長代理より資料を基に説明があった． 

(4) 群馬県グループ 【別紙－ 15 】

→ 関グループ長より資料を基に７月～９月中の活動内容の説明があった． 

(5) 山梨県グループ 【別紙－ 】 

→ 報告なし． 

(6) 千葉県グループ 【別紙－ 】 

→ 若月グループ長より活動なしということで報告があった． 

(7) 埼玉県グループ 【別紙－ 16 】

→ 内村グループ長より資料を基に７月～９月中の活動内容の説明があった． 

(8) 神奈川県グループ 【別紙－ 】 

→ 報告なし． 

(9) 研究委員会グループ 【別紙－  】 

→ 杉山幹事長（代読）および事務局より資料を基に内容の説明があり，研究委員会グループのグ

ループ内規変更を審議依頼があった．審議については，運営委員会内で審議を行ったが，伊藤

グループ長が不在であったこともあり，再度，伊藤グループ長と支部長，幹事長等で場を設け

調整を行うこととなった． 

「マニュアル」や「ガイドライン」，「手引き」という名称の使用については，責任の所在含め

内容を確認する． 

 

(10) 支部発表会グループ 【別紙－ 17 】

→ 小峯副支部長（実行委員長）より資料を基に GeoKanto2021 について説明があった． 
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８．その他 

（1）退会届 

・なし 

（2）新入会 

    ・なし 
（3）次回打合せ：2021 年 月 日（ ）予定（前年度は 12 月 10 日開催） 
→ 後日，日程調整を行った上で運営委員の皆様にアナウンスする． 
 
その他： 
菊池支部長より特別会員の確保のアイディアを今後も募集することのアナウンスがあった． 

 


